
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度　　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

数研出版　論理国語

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯
にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

態
領域

評価規準

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

弱いつながり ・意味段落のまとまりを意識して読
み、各段落の内容、および文章全体
の構成をとらえる。
・筆者の言う「弱い絆」をつくるに
はどうしたらよいか、自分の考えを
まとめる。

知

言葉には、言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。［⑴ア］
「読むこと」において、文章の構成や論理の展
開、表現の仕方について、書き手の意図との関
係において
多面的・多角的な視点から評価している。［B
⑴エ］
文章の内容から読み取れる筆者の意図について
粘り強く検討し、学習課題に沿って適切に説明
しようとしている。

○

○

〇

○ ○

○
定期考査

逆説/胆力について 筆者の逆説的言説を理解したうえ
で、異なる事例を考え、論理的に説
明する。

論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造
的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合
う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにする。

〇

○

○ ○

7○ ○

（６組：　）

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたっ
て読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い
手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろ
うとする態度を養う。

論理国語

配当
時数

（１組：　）

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 論理国語 2

（２組：　） （３組：　） （４組：　） （５組：　）

論理国語国語

○

○

言葉には、言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。［⑴ア］
文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方につ
いて理解を深めている。［⑴ウ］
「書くこと」において、立場の異なる読み手を
説得するために、批判的に読まれることを想定
して、効果的な文章の構成や論理の展開を工夫
している。［Ａ⑴ウ］
「書くこと」において、多面的・多角的な視点
から自分の考えを見直したり、根拠や論拠の吟
味を重ねたりして、主張を明確にしている。
［Ａ⑴エ］
文章の内容に適した具体例を粘り強く検討し、
学習課題に沿って適切に説明しようとしてい
る。
筆者の考えを粘り強く読み取り、学習課題に
沿って自分の意見を適切に説明しようとしてい
る。

○ ○

9

論証したり学術的な学習の基礎を学んだりする
ために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。［⑴イ］
「読むこと」において、関連する文章や資料を
基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容
の解釈を深
めている。［B⑴オ］
文章の内容を踏まえて、個人と社会の関係につ
いて粘り強く検討し、学習課題に沿って適切に
説明しようとしている。

具体と抽象/「内的成長」社会へ ・言葉の性質についての筆者の考え
を読み取る。
・筆者の主張を踏まえ、事物を抽象
的にとらえることの利点がわかる具
体的事例を日常生活の中から考え
る。

1

定期考査

１
学
期

1



1

合計

70

定期考査
○ ○

情報と社会/擬似群衆の時代 ・文章の内容を踏まえ、メディアと
群衆現象の関係を整理する。
・「待機する群衆」が潜在させてい
る力について、自分の考えを述べ
る。

○

近代と現代の視点/【探究の扉】科
学の現場・科学と生命

・「科学」について書かれた二つの
文章の内容と表現の共通点と相違点
を読み取る。
・科学における「権威主義」につい
て理解する。

近代と現代の視点/未来世代への責
任

・環境問題について筆者の意見の論
理をとらえる。
・「未来世代への責任」という題で
自分の考えを書く。

○

定期考査

〇

○

主張とその前提や反証など情報と情報との関係
について理解を深めている。［⑵ア］
「読むこと」において、人間、社会、自然など
について、文章の内容や解釈を多様な論点や異
なる価値観
と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深
めている。［B⑴カ］
「未来世代への責任」の意味を積極的に読み解
いたうえで、学習課題に沿って自分の意見を具
体的に述べようとしている。

主張とその前提や反証など情報と情報との関係
について理解を深めている。［⑵ア］
文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の
形式など、文章の構成や展開の仕方について理
解を深めている。［⑴エ］
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、資料との関係を把握し、内容や構成を的確
に捉えている。［B⑴イ］
文章の論理展開や表現を粘り強く読み取って筆
者の主張を理解し、学習課題に沿って適切に説
明しようとしている。

8

３
学
期

○

○

情報を重要度や抽象度などによって階層化して
整理する方法について理解を深め使っている。
［⑵イ］
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。［B⑴ア］
筆者の主張を理解したうえで自分の考えを深
め、学習課題に沿って話し合いに参加しようと
している。

○ ○

○ ○

○ ○

言葉には、言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。［⑴ア］
「読むこと」において、主張を支える根拠や結
論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の
妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈してい
る。［B⑴ウ］
文章の論理展開や表現を粘り強く読み取って筆
者の主張を理解し、学習課題に沿って適切に説
明しようとしている。

情報と社会/白紙 ・「不思議」を「当たり前」「前
提」として、発展してきた知や技術
の便利さと、原初的な不思議さ・試
行錯誤から生まれる喜びとの違いを
読み取る。
・文章中の例示の内容を踏まえ、日
常生活で見られる類似の例を述べ
る。

1

10

○ ○

○ ○ ○

6

○

7

２
学
期

定期考査
○ ○ 1

言葉と創造/添削の思想 ・「添削」「推敲」についての筆者
の考えと、近代芸術の問題点の内容
をとらえる。
・「添削」の役割について理解す
る。

○

文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方につ
いて理解を深めている。［⑴ウ］
「読むこと」において、人間、社会、自然など
について、文章の内容や解釈を多様な論点や異
なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分
の考えを深めている。［Ｂ⑴カ］
筆者の意見を参考にしながら、積極的に根拠や
具体例を用いて文章を構成し、学習課題に沿っ
て自分の意見をまとめようとしている。

○ ○ ○ 9


